
様式2

まちづくり交付金　事後評価シート

池上・伯太・北信太地区

平成２０年１２月

大阪府和泉市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 246ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし ●

あり

なし ●

あり
なし
あり
なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

1,559百万円

池上・伯太・北信太地区

平成16年度～20年度 平成20年度事後評価実施時期

大阪府 市町村名 和泉市

交付対象事業費 国費率

指標５

その他の
数値指標1

その他の
数値指標２

地区名

事業名

なし

なし

数　　値

平成16年度～20年度

なし

フォローアップ
予定時期

効果発現要因
（総合所見）

歴史資源を巡る回廊が整備されたことや観
光パンフレットによるPR等によって認知度が
上がった。

イベントの統廃合や悪天候による参加者の
減少により、来訪者数が大幅に減少した。

大型店の立地や地元商店経営者の高齢化
及び後継者の不足、住民のライフスタイルの
変化などによって所期の目標達成は見られ
なかった。

平成22年5月

目標
達成度※１

1年以内の
達成見込み

今後の対応方針等

平成22年5月

モニタリング なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

なし

交付期間
の変更

なし

新たに追加し
た事業

なし

なし

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

 ５）実施過程の評価

なし

その他の
数値指標３

観光レンタルサイクル事業のPRにより認知
度が上がったことや観光ルートが整備された
ことによって利用者が増加した。

平成22年12月

北信太駅のレンタルサイク
ルの利用者数

人/年 426 H16

観光パンフレットによるPRや地元に密着した
イベントの開催などによって来館者数が増加
した。

効果発現要因
（総合所見）

数　　値

10,000 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

信太の森ふるさと館の来
館者数

人/年 8,699 H15

指標1

指　標

指標２

空き店舗解消数

指標４

指標３ H21 平成22年3月×

×

平成22年3月

地域来訪者数 人/年 283,731 H15 320,000 H21

H21

フォローアップ
予定時期

目標
達成度

○

1年以内の
達成見込み

70

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

観光資源の認知度 % 38.5 H15 60

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

店舗数 20 H15 10

 １）事業の実施状況

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から削除
した事業

道路事業、地域生活基盤施設、高質空間形成施設、土地区画整理事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

450

150,000

19



様式２－２　地区の概要

単位：％ 38.5 H15 60 H21 70 H21

単位：人/年 283,731 H15 320,000 H21 150,000 H21

単位：店舗数 20 H15 10 H21 19 H21

単位： H H H

単位： H H H

大目標：生活拠点整備と歴史資産などを活用した憩いと安らぎに満ちた地域づくり
　目標１　資源の相互連携により資源の魅力や力を引き出し、市民の理解や思いを深められる土壌づくり、意識の高揚
を図る。
　目標２　観光魅力を創出し、地域振興を図る。
　目標３　都心居住を推進し、駅周辺地区の賑わいを再生する。

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

地域来訪者数

観光資源の認知度

空き店舗解消数

図面

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・歴史資源の継続した活用
　　観光パンフレットの作成・配布や地元と連携し地域特性を活かしたイベントの開催などによってPRを行う。
・観光案内人等の育成
　　施設限定の観光案内人や市内の総合的な観光案内ができる観光ボランティアを育成し支援することによって、観光客に効果的に本市の魅力を理解していただくことはもちろん、市民の郷土に対する愛着を深めていただけるよう
努める。
・駅周辺の賑わいの再生
　　駅周辺の神社仏閣・文化財等の観光資源や人造真珠やガラス等の地場産業を積極的に活用し、市内外からの集客を図る。また、地域特性を活かし地域に根差した商店街づくりが行えるよう、商工会議所や各種団体と連携し支
援する。

まちの課題の変化

・カラー舗装や上伯太線の整備によって歴史資源を巡る回廊が整備されたことや情報板の設置、観光パンフレットの作成やイベントの開催などのPRによって歴史資源の認知度をあげるための環境が整った。また、歴史資源を巡る回
廊が整備されたことで地域特性を活かしたアイデンティティを醸成する環境が整った。
・土地区画整理事業の実施による公共施設の整備や計画的な宅地の供給によって有効な土地利用を図ることができたが、駅周辺の賑わいの再生までは至らなかった。

目標値 評価値

池上・伯太・北信太地区（大阪府和泉市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

地域生活基盤施設：
　ポケットパーク　A=830㎡

池上曽根史跡公園

府立弥生文化博物館

聖神社

信太の森ふるさと館

北信太駅

信太山駅

 地域生活基盤施設：情報板

道路（上伯太線）

関連事業
・観光レンタルサイクル事業
・商工まつり
・観光案内人の育成
・和泉弥生ロマン・ツーデイウオーク
・地方特定道路整備事業（信太３号線）

高質空間形成施設：
　カラー舗装　3,660m

道路：上伯太線
　L=450m、=16m

葛葉稲荷神社

土地区画整理事業：
葛の葉町北　A=3.0ha

信太３号線

土地区画整理事業（葛の葉町北）

高質空間形成施設（カラー舗装）
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